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第100回評議員会第100回評議員会

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
の
撤
回
な
ど

後
半
期
の
重
点
課
題
を
確
認　
　
　
　
　
　

会
員
署
名
を
示
し
厚
労
省（
手
前
）に

義
務
化
撤
回
を
迫
る（
左
端
か
ら
）宇

佐
美
歯
科
代
表
・
住
江
会
長
・
武
村
副

会
長
ら

追加注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

ぬ
、
頼
む
マ
ッ
チ
も
濡
れ
果
て

ぬ
。
飢
え
迫
る
夜
の
寒
さ
か
な

…
。
こ
れ
は
日
中
戦
争
が
泥
沼
化

し
た
頃
の
歌
で
、
当
時
の
国
民
の

心
情
を
髣ほ

う

髴ふ
つ

と
さ
せ
る
。
短
調
の

哀
愁
を
込
め
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
胸

に
沁
み
る
▼
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
ミ
サ
イ
ル
が
落

下
し
停
電
が
起
こ
り
建
物
は
破
壊

さ
れ
、
飢
え
と
寒
さ
で
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
終
戦
の

た
め
の
落
と
し
所
を
早
く
決
め
る

こ
と
だ
▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
金

儲
け
、
長
期
化
さ
せ
て
管
理
し
て

い
る
の
は
米
国
の
よ
う
に
思
え

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
武
器
は
米
国

製
の
中
古
品
で
は
な
い
か
▼
か
つ

て
ソ
連
が
存
在
し
た
頃
、
社
会
主

義
と
い
う
共
通
の
理
念
で
15
の
共

和
国
が
１
本
の
紐
帯
で
ま
と
ま
り

安
定
し
て
い
た
。
ア
ジ
ア
系
の
顔

貌
で
あ
っ
た
レ
ー
ニ
ン
は
民
族
＝

言
語
で
あ
り
顔
つ
き
は
関
係
な
い

と
言
っ
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は

少
数
民
族
グ
ル
ジ
ア
出
身
で
、
民

族
宥
和
の
た
め
モ
ス
ク
ワ
大
学
に

は
少
数
民
族
枠
を
作
っ
た
。
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
は
周
辺
の
民
族
に
大
盤

振
る
舞
い
し
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て

の
要
衝
で
あ
る
ク
リ
ミ
ア
半
島
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
譲
渡
し
て
ソ
連
を

一
体
化
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ

う
に
多
く
の
民
族
を
同
じ
鍋
で
雑

炊
の
如
く
数
十
年
煮
詰
め
た
ら
、

百
年
河
清
を
俟ま

つ
の
で
は
な
く
、

言
語
も
民
族
も
一
体
化
す
る
▼
米

国
に
対
し
て
「
兄
弟
牆か

き

に
鬩せ

め

げ
ど

も
外そ

と

其そ

の
務

あ
な
ど

り
を
禦ふ

せ

ぐ
」（
詩
経

よ
り
）。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア

は
同
一
民
族
兄
弟
国
で
あ
り
、
一

体
化
し
て
米
国
と
戦
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。
兄
弟
は
家
の
中
で

は
喧
嘩
し
て
も
外
か
ら
の
侮
り
に

は
力
を
合
わ
せ
て
防
ぐ
。 

（
鼻
）

　

〽
ど
こ
ま
で
続
く

泥ぬ
か
る
み濘
ぞ
、
三
日
二
夜

を
食
も
な
く
雨
降
り

し
ぶ
く
鉄
兜
、
既
に

煙
草
は
無
く
な
り

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
2022年度会員意見実態調査結果①
「医療・社会保障、政治・経済」 ３面

研
面
究 ８面歯科定例研より
磁性アタッチメントの臨床

第31回日常診療経験交流会・参加記 ４・５面

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週土曜20時02分頃～毎週土曜20時02分頃～

AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHzAM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

12月17日　無症状PCR陽性という一群の存在
12月24日　経済成長のカンフル剤は社会保障

　

協
会
は
11
月
20
日
、
第
１
０
０
回
評
議
員
会
・
臨

時
決
算
総
会
・
第
45
回
共
済
制
度
委
員
会
を
開
催
。

評
議
員
ら
85
人
が
参
加
し
、
22
年
度
前
半
期
会
務
報

告
と
後
半
期
の
重
点
課
題
を
承
認
、「
社
会
保
障
の

充
実
と
正
規
雇
用
の
拡
大
、
賃
金
の
引
き
上
げ
で
豊

か
な
国
民
生
活
を
」
な
ど
と
す
る
決
議
を
採
択
し

た
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
永
濱
利
廣
氏
が
「
中
間
層
復

活
の
た
め
の
処
方
箋
―
医
療
分
野
の
位
置
づ
け
」
と

題
し
て
特
別
講
演
し
た
。

（
５
面
に
決
議
全
文
、
次
号
に
詳
報
を
掲
載
予
定
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
の
撤
回
を
求
め
、
協
会
・
保
団
連

は
11
月
17
〜
18
日
に
中
央
要
請
行
動
を
実
施
。
国
会
議
員
・
厚
労
省

へ
、
撤
回
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
６
９
０
筆
を
提
出
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
義
務
化
と
保
険
証
廃
止
の
撤

回
を
強
く
求
め
た
。

険
証
の
廃
止
は
「
患
者
の
受
療
権

や
医
療
機
関
の
経
営
の
自
由
を
侵

害
す
る
」「
会
員
の
大
半
が
反
対

し
、
地
域
医
療
の
崩
壊
を
推
し
進

め
か
ね
な
い
こ
の
政
策
に
は
、
断

固
と
し
て
反
対
し
て
い
き
た
い
」

と
し
た
。

　

武
村
義
人
副
理
事
長
が
前
半
期

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
西
山
裕
康
理

事
長
は
、「
診
療
報
酬
の
抑
制
、

後
期
高
齢
者
医
療
費
窓
口
負
担
の

二
倍
化
、
病
床
削
減
の
推
進
な
ど

ア
ク
セ
ス
抑
制
を
中
心
に
コ
ス
ト

削
減
政
策
を
強
行
し
て
い
る
」
と

国
の
医
療
政
策
を
批
判
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務
化
・
保

の
会
務
報
告
を
行
い
、
後
半
期
活

動
に
あ
た
っ
て
「
政
府
が
計
画
す

る
新
た
な
患
者
負
担
増
に
反
対

し
、
医
療
費
の
総
枠
拡
大
、
社
会

保
障
拡
充
、
憲
法
と
平
和
を
守
る

取
り
組
み
、
震
災
復
興
な
ど
を
進

め
る
こ
と
で
、
政
治
の
転
換
に
全

力
を
尽
く
す
」
と
し
た
。

　

討
論
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
義
務
化
撤
回
に
向
け
た
取
り

組
み
強
化
を
求
め
る
発
言
が
４
人

か
ら
出
さ
れ
た
ほ
か
、「
患
者
窓

口
負
担
増
と
介
護
保
険
改
悪
を
許

さ
な
い
」「
原
発
再
稼
働
、
新
増

設
を
断
固
許
さ
な
い
取
り
組
み

を
」「
反
核
医
師
の
つ
ど
い
ｉ
ｎ

兵
庫
が
成
功
」、
各
支
部
で
の
活

動
の
紹
介
な
ど
計
14
人
か
ら
発
言

が
あ
っ
た
。

　

特
別
講
演
し
た
永
濱
氏
（
元
21

世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
、
株

式
会
社
第
一
生
命
経
済
研
究
所
経

済
調
査
部
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）

は
、
長
期
低
迷
が
つ
づ
く
日
本
経

済
の
需
要
不
足
と
中
間
層
の
衰
退

と
い
う
悪
循
環
の
打
破
に
は
財
政

政
策
の
拡
大
が
不
可
欠
で
あ
る
と

分
析
。
Ｇ
７
の
な
か
で
日
本
の
20

年
間
の
政
府
債
務
残
高
の
伸
び
率

は
最
も
少
な
く
、
ま
た
、
債
務
残

高
の
伸
び
率
が
大
き
い
国
の
方
が

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
成
長
し
て
い
る
こ

と
、
日
本
に
は
負
債
の
見
合
い
の

資
産
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
財
政
健

全
化
論
に
対
し
て
詳
細
な
反
論
を

行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
公
共
部
門
の
賃
上
げ

や
雇
用
増
、
医
療
・
福
祉
な
ど
も

含
め
た
相
対
的
に
賃
金
の
低
い
産

業
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

中
間
層
を
底
上
げ
す
る
こ
と
が
重

要
と
強
調
し
た
。

　

第
45
回
共
済
制
度
委
員
会
で

は
、
共
済
事
業
報
告
・
計
画
案
が

報
告
さ
れ
、
特
別
報
告
で
は
太
陽

生
命
保
険
株
式
会
社
取
締
役
常
務

執
行
役
員
の
下
屋
敷
縁
氏
が
、

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
金
融
経

済
情
勢
と
生
命
保
険
業
界
」
を
テ

ー
マ
に
報
告
を
行
っ
た
。
臨
時
決

算
総
会
で
は
、
21
年
度
決
算
・
監

査
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。

臨時決算総会臨時決算総会
第45回共済制度委員会第45回共済制度委員会

厚
労
省
は
責
任
あ
る
対
応
を

社
会
保
障
充
実
で
豊
か
な
社
会
へ

社
会
保
障
充
実
で
豊
か
な
社
会
へ

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
の
撤
回
を
要
請

ー
カ
ー
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
不

具
合
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、「
本
来
、
緻
密
な
制

度
を
設
計
し
て
進
め
る
こ
と
が
当

然
必
要
に
も
関
わ
ら
ず
、
重
大
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
だ
。
４
月
に
間
に

合
わ
な
い
の
も
明
ら
か
」
と
し
て

義
務
化
撤
回
を
強
く
求
め
た
。

　

住
江
保
団
連
会
長
は
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
は
医
療

機
関
に
大
き
な
負
担
と
義
務
を
課

す
が
、
国
会
で
何
ら
審
議
を
経
な

い
ま
ま
、
療
養
担
当
規
則
を
改
定

し
た
こ
と
や
、
中
医
協
が
数
か
所

の
医
療
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
だ

け
で
答
申
し
た
こ
と
に
つ
い
て
憲

法
に
抵
触
す
る
」「
一
人
の
閉
院

・
廃
業
も
出
さ
な
い
よ
う
に
厚
労

省
に
は
責
任
あ
る
対
応
を
求
め
た

い
」
と
主
張
し
た
。

　

17
日
に
行
わ
れ
た
厚
労
省
要
請

に
は
、
武
村
義
人
兵
庫
協
会
副
理

事
長
（
保
団
連
副
会
長
）
を
は
じ

め
、
住
江
憲
勇
保
団
連
会
長
、
宇

佐
美
宏
歯
科
代
表
ら
９
協
会
か
ら

16
人
が
出
席
。
厚
労
省
は
、
古
谷

亜
紀
子
保
険
局
医
療
介
護
連
携
政

策
課
保
険
デ
ー
タ
企
画
室
長
補

佐
、
平
井
就
弘
保
険
局
医
療
課
企

画
調
整
専
門
官
が
応
対
し
た
。

厚
労
省
「
中
医
協
で

延
長
措
置
求
め
た
い
」

　

18
日
に
は
兵
庫
協
会
独
自
で
デ

ジ
タ
ル
庁
、
総
務
省
、
厚
労
省
の

担
当
官
へ
要
請
。

　

河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
大
臣
の

「
２
０
２
４
年
度
秋
に
現
在
の
健

康
保
険
証
の
廃
止
を
目
指
す
」
と

の
発
言
に
つ
い
て
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
原
則
義
務
化
の
例
外

と
さ
れ
て
い
る
紙
レ
セ
プ
ト
で
請

求
し
て
い
る
医
療
機
関
に
つ
い

て
、
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
患
者
の
資
格
確

認
を
行
う
の
か
」
と
の
質
問
に

は
、
担
当
官
は
、「
簡
素
な
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と

と
な
る
の
で
、
現
在
の
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
必
要
は
な
い
」
と
明
言
。
顔
認

証
を
行
わ
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
読
め
る
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
配
布
し
、
資
格

情
報
だ
け
を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
中
だ
と
説
明
し
た
。

特
別
講
演
し
た
永
濱
利
廣
氏

　

ま
た
、
協
会
が
実
施
し
た
業
者

向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
兵
庫
県
内

に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
の
み
で
も
年
度
内
に
新

規
導
入
で
き
る
会
社
は
医
科
向
け

で
２
社
、
歯
科
向
け
で
は
３
社
だ

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、

担
当
官
は
、「
正
直
驚
い
て
い

る
。
12
月
に
中
医
協
が
開
催
さ
れ

る
。
厚
労
省
と
し
て
は
そ
れ
ま
で

に
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
メ
ー
カ
ー

や
ベ
ン
ダ
ー
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
い
つ
ま

で
で
あ
れ
ば
、
希
望
す
る
医
療
機

関
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
時
期
を

基
準
に
運
用
開
始
義
務
化
と
補
助

金
の
延
期
措
置
を
と
る
よ
う
求
め

て
い
く
」
と
回
答
し
た
。

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
ア
カ
ウ
ン

ト
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
医
療
機

関
に
対
し
て
、
支
払
基
金
が
電
話

で
脅
し
と
も
と
れ
る
催
促
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
適
当

で
な
い
。
脅
し
の
よ
う
な
発
言
が

な
い
よ
う
に
指
導
す
る
」
と
し

た
。 

（
２
面
に
つ
づ
く
）

アンケート付きリーフレットアンケート付きリーフレット
こども医療費無料化求める署名こども医療費無料化求める署名

ご協力をご協力を！！

こ
ど
も
医
療
費

無
料
化
求
め
る

署
名
用
紙　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
付
き

リ
ー
フ
レ
ッ
ト　

中央要請行動

　

武
村
副
理

事
長
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
つ

い
て
、
す
で

に
一
部
の
メ



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０２４号 （２）２０２２年(令和４年)１２月５日(毎月３回５・15・25日発行)

◇
出
席　

23
人

◇
報
告
・
確
認
事
項　

評
議
員
会

・
臨
時
決
算
総
会
準
備
（
11
／

20
）
会
務
報
告
（
前
半
期
ま
と
め

と
後
半
期
課
題
／
総
論
・
専
門
部

・
支
部
）、
決
議
案
、
決
算
報
告

案
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
大
森
公

一
先
生
（
元
西
宮
・
芦
屋
支
部

長
）
が
94
歳
で
10
月
28
日
に
永
眠

さ
れ
た
こ
と
、
大
森
弘
之
先
生

（
元
淡
路
支
部
長
）
が
93
歳
で
11

月
11
日
に
永
眠
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。

◇
情
勢　

財
務
省
主
計
局
の
大
沢

元
一
主
計
官
は
、
24
年
度
か
ら
始

ま
る
第
４
期
医
療
費
適
正
化
計
画

で
都
道
府
県
の
機
能
強
化
を
図
る

考
え
を
表
明
し
た
。
大
沢
主
計
官

は
、
社
会
保
障
給
付
費
の
公
費
部

分
の
支
出
は
「
骨
太
の
方
針
」
で

目
安
が
示
さ
れ
て
い
る
一
方
、
保

険
料
で
負
担
し
て
い
る
部
分
に
は

目
安
が
な
い
と
指
摘
。
都
道
府
県

が
医
療
費
の
伸
び
を
に
ら
ん
で
保

険
者
と
し
て
保
険
料
を
設
定
す
る

枠
組
み
が
望
ま
し
い
と
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

保
団
連
「
す

べ
て
の
世
代
が
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
医
療
・
介
護
を
！　

医
療
・

介
護
の
負
担
増
を
中
止
し
、
窓
口

負
担
の
大
幅
軽
減
を
求
め
る
請
願

署
名
（
案
）」
へ
の
意
見
等
が
了

承
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

①
11
月
９
日
現
在
で
「
組
織

現
勢
（
７
７
１
７
人　

※
過
去
最

高
）」
で
あ
る
こ
と
、
②
勤
務
医

の
た
め
の
開
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー

「
理
想
を
実
現
す
る
新
規
開
業
」

（
11
／
19
）
を
開
催
予
定
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
③
２
０
２

２
年
後
半
期
共
済
制
度
普
及
の
計

画
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
11
月
12
日　

理
事
会
よ
り
）

　

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）
11
月
17
日
の
中
央
要
請
行
動
に
は
、
兵

庫
協
会
か
ら
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄
・
白
岩
一
心
各
副
理
事
長
、
鈴

田
明
彦
理
事
が
参
加
し
、
兵
庫
選
出
国
会
議
員
ら
へ
要
請
。
盛
山
正

仁
（
自
民
）・
井
坂
信
彦
（
立
憲
）・
桜
井
周
（
立
憲
）・
宮
本
岳
志

（
共
産
）
各
衆
議
院
議
員
が
面
談
に
応
じ
た
。
協
会
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
に
反
対
す
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
署
名
に
寄
せ
ら
れ
た
会
員

か
ら
の
声
を
紹
介
し
、
保
険
証
廃
止
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

化
の
撤
回
を
求
め
た
。

氏
、
同
団
長
の
今
野
秀
則
氏
の
４

氏
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
生
産
者
と
の

関
わ
り
か
ら
汚
染
処
理
水
の
海
洋

投
棄
に
反
対
す
る
署
名
活
動
の
取

り
組
み
」、「
汚
染
処
理
水
の
海
洋

投
棄
の
問
題
」、「
原
発
事
故
後
の

様
子
」、「
原
発
事
故
訴
訟
の
現
状

と
今
後
」
に
つ
い
て
講
演
を
受
け

た
。

　

山
崎
氏
と
宍
戸
氏
か
ら
は
、
地

元
の
生
産
物
、
生
産
者
と
の
つ
な

が
り
に
こ
だ
わ
っ
て
営
業
し
て
き

た
コ
ー
プ
が
、
事
故
後
、
主
に
漁

師
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
る
中

で
、
汚
染
処
理
水
の
海
洋
投
棄
反

対
署
名
運
動
（
下
記
）
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
や
、
汚

染
処
理
水
の
海
洋
投
棄
問
題
に
つ

い
て
学
習
を
深
め
る
中
で
海
洋
投

棄
あ
り
き
の
政
府
、
東
電
の
姿
勢

に
問
題
意
識
を
高
め
て
い
っ
た
活

動
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

石
井
氏
と
今
野
氏
か
ら
は
、
日

々
の
生
活
や
郷
土
、
伝
統
儀
式
・

文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
奪
わ

れ
、
い
ま
だ
に
原
子
力
緊
急
事
態

宣
言
下
で
年
間
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
の
線
量
を
強
要
さ
れ
る
住
民
の

生
の
声
、
避
難
指
定
地
域
で
埋
も

れ
て
い
く
か
つ
て
の
郷
土
の
映
像

を
記
録
し
公
開
し
て
い
く
活
動
、

訴
訟
に
お
い
て
国
、
東
電
の
法
的

責
任
を
求
め
、
避
難
、
被
曝
不

安
、
ふ
る
さ
と
喪
失
に
関
す
る
慰

謝
料
を
損
害
賠
償
の
対
象
と
し
て

勝
ち
取
る
な
ど
の
成
果
と
国
、
東

電
の
不
誠
実
さ
、
ふ
る
さ
と
復
興

に
か
け
る
思
い
と
無
念
さ
を
聞
い

た
。「
ふ
る
さ
と
」
と
呼
べ
る
よ

う
な
感
情
が
ほ
と
ん
ど
な
い
私
の

中
で
、
地
域
に
根
付
く
郷
土
の
価

値
、
住
民
の
つ
な
が
り
の
重
さ
を

改
め
て
深
め
ら
れ
る
思
い
で
あ
っ

た
。

　

30
日
に
は
、

バ
ス
で
福
島
駅

か
ら
川
俣
町
、

浪
江
町
津
島
地
域
、
双
葉
町
、
大

熊
町
、
富
岡
町
、
楢
葉
町
、
郡
山

駅
と
巡
っ
た
。

　

車
内
か
ら
測
定
し
た
空
間
放
射

線
量
は
、
福
島
市
内
で
は
０
・
１

μ
Sv
／
ｈ
程
度
で
あ
っ
た
が
、
川

俣
町
、
浪
江
町
な
ど
を
巡
る
山
間

部
で
は
１
〜
３
μ
Sv
／
ｈ
ま
で
の

上
昇
が
認
め
ら
れ
た
。

　

津
波
が
押
し
寄
せ
た
地
域
で
は

堤
防
や
高
台
に
造
成
さ
れ
た
宅
地

が
目
立
ち
、
帰
還
は

少
な
く
、
荒
涼
と
し

た
感
は
ぬ
ぐ
え
な
か

っ
た
。

　

内
陸
部
で
は
一
見

何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
に
見
え
た
が
、
帰

還
困
難
区
域
で
人ひ

と

気け

は
な
く
、
時
が
止
ま

っ
た
よ
う
に
見
え
る

中
に
所
々
に
一
部
損

壊
し
か
か
っ
た
家
屋

が
見
ら
れ
、
地
元
ガ

イ
ド
の
解
説
で
、
木
々
に
覆
わ

れ
、
隠
さ
れ
つ
つ
あ
る
家
屋
が
廃

墟
と
な
り
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野

生
動
物
に
荒
ら
さ
れ
て
い
る
現
状

が
伝
え
ら
れ
た
。

　

足
早
で
残
念
で
は
あ
っ
た
が
、

失
わ
れ
た
も
の
の
大
き
さ
を
感
じ

る
道
中
で
あ
っ
た
。

　

福
島
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

福
島
の
現
地
を
こ
の
目
で
見
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
ま

で
も
そ
う
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
そ

う
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
視
察
会
で
あ
っ
た
。

　

多
く
の
方
々
に
福
島
を
訪
れ
、

今
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

し
、
脱
原
発
と
核
廃
絶
を
願
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
津
島
地

域
の
伝
統
文
化
や
今
を
伝
え
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
（
下
記
）
を
住
民
た
ち
が
作

成
し
て
い
る
。
こ
れ
を
購
入
し

て
、
被
災
者
の
方
々
の
思
い
と
日

本
人
に
と
っ
て
の
福
島
を
今
一
度

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

保
団
連
は
10
月
29
日
〜
30
日
に

か
け
て
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
被
災
地
へ
の
公
害
視
察
会

を
実
施
し
、
兵
庫
協
会
か
ら
森
岡

芳
雄
副
理
事
長
が
参
加
し
た
。
福

島
第
一
原
発
周
辺
を
視
察
す
る
と

と
も
に
、
周
辺
住
民
ら
か
ら
話
を

聞
い
た
。
森
岡
副
理
事
長
の
参
加

記
を
掲
載
す
る
。

　

事
故
後
11
年
を
経
た
福
島
を
訪

れ
た
。

　

29
日
に
は
、
い
わ
て
生
活
協
同

組
合
の
山
崎
宏
美
氏
、
み
や
ぎ
生

協
・
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の
宍
戸
義

広
氏
、
福
島
原
発
事
故
津
島
被
害

者
原
告
団
副
団
長
の
石
井
ひ
ろ
み

　

盛
山
議
員
は
協
会
の
訴
え
に
対

し
、「
開
業
医
の
先
生
方
の
ご
意

見
は
承
知
し
て
い
る
」「
そ
う
い

っ
た
声
も
踏
ま
え
て
、
今
後
与
党

内
で
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
話
し
た
。

　

井
坂
議
員
は
会
員
か
ら
の
声
に

対
し
、
自
身
が
党
の
デ
ジ
タ
ル
政

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
事
務
局

長
で
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
、「
使

う
人
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

か
ら
普
及
す
る
と
い
う
の
が
望
ま

し
い
形
。
そ
れ
が
な
く
普
及
し
な

い
か
ら
強
制
・
禁
止
す
る
と
い
う

の
は
間
違
っ
て
い
る
」「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
重
視
さ
れ
て
い

る
の
は
利
用
者
に
と
っ
て
の
メ
リ

ッ
ト
で
な
く
、
管
理
す
る
側
の
メ

リ
ッ
ト
だ
」
と
話
し
た
。

　

桜
井
議
員
へ
は
、
白
岩
副
理
事

長
が
、「
頻
繁
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
催
促

す
る
メ
ー
ル
が
来
る
よ
う
に
な

り
、
医
療
機
関
は
精
神
的
に
圧
力

を
感
じ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
」「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
閉

院
を
考
え
て
い
る
医
療
機
関
も
多

く
、
患
者
の
受
療
権
に
か
か
わ

る
」
と
訴
え
た
。
桜
井
議
員
は

「
災
害
時
や
停
電
な
ど
起
こ
っ
た

と
き
に
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
か

も
し
れ
な
い
」
と
懸
念
を
示
し

た
。

　

宮
本
議
員
は
、
協
会
が
マ
イ
ナ

保
険
証
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
す
で
に

起
こ
っ
て
お
り
、
特
に
医
療
へ
ア

ク
セ
ス
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
い
高
齢

者
に
は
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
取
り

扱
い
が
難
し
い
場
合
も
多
く
、
混

乱
を
招
く
と
訴
え
た
こ
と
に
対

し
、
保
険
証
廃
止
の
方
針
・
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
に
つ
い

て
「
ぜ
ひ
国
会
質
問
で
取
り
上
げ

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
。「

保
険
証
廃
止
反
対
」で

緊
急
院
内
集
会

　

当
日
昼
に
は
、
議
員
会
館
内
で

保
団
連
な
ど
が
、「
保
険
証
廃
止

反
対
！
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
強
制
反

対
！
緊
急
院
内
集
会
」
を
実
施
し

た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
全
国
か
ら

４
０
０
人
が
参
加
し
、
保
険
証
廃

止
に
反
対
す
る
署
名
が
13
万
筆
を

超
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
保
険

証
廃
止
の
撤
回
へ
さ
ら
な
る
運
動

を
広
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ

た
。

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

彦
坂　

幸
治
先
生

兵
庫
区　

泌
尿
器
科

９
月
３
日 

享
年
78
歳

大
森　

弘
之
先
生

南
あ
わ
じ
市　

内
・
小
児
科

11
月
11
日 

享
年
93
歳

荻
野　

俊
夫
先
生

姫
路
市　

内
・
消
化
器
内
科

10
月
30
日 

享
年
78
歳

盛山（①左）・井坂（②右２人目）
・桜井（③右）・宮本（④右２人
目）各衆議院議員に、川西（①右）
・白岩（②右端）両副理事長・鈴
田理事（②左２人目）が要請した

●④

●③

●②

●①

11・17中央要請行動　国会議員４氏に要請11・17中央要請行動　国会議員４氏に要請

オンライン資格確認義務化・
 保険証廃止は大問題

事
故
前
の
ふ
る
さ
と
の
写
真
を
示
す
石
井
氏

帰
還
困
難
地
域
と
さ
れ
て
い
る

津
島
地
域
で
解
体
さ
れ
る
建
物

参 加 記 保
団
連
公
害
視
察
会

福
島
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

副
理
事
長　
　

森
岡　

芳
雄

「アルプス（ALPS）処理水海洋放出に反対する署名」に
ご賛同ください

　コープが中心となって取り組む、政府が地元漁業者
との約束を反故にして推し進める福島第一原発事故に
伴うアルプス（ALPS：多核種除去装置）処理水の海
洋放出の見直しを求める署名です。現在22万筆以上が
集まっており、引き続きご協力をおねがいします。

「ふるさと津島を映像で残す会」
DVDのご案内

　福島第一原発事故により、10年以上経っても
「帰還困難地域」とされている浪江町津島。消
えゆくふるさとを記録するため、住民のインタ
ビューやドローンで空撮した映像を収録した
DVDです。
・「ふるさと津島」￥1000（本編70分）
・「津島の記憶」￥3000（３枚組250分）

　DVDのご注文は、インターネットで「ふるさと　津島」で検索、または
下記事務局まで。
　署名用紙のご注文やお問い合わせは、☎078－393－1807 協会事務局まで
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協
会
が
７
月
に
実
施
し
た
２
０
２
２
年
度
会
員
意
見
実
態
調
査
結

果
で
、
政
府
が
す
す
め
る
患
者
窓
口
負
担
増
に
つ
い
て
会
員
の
６
割

が
反
対
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
病
床
削
減
に
つ
い
て

も
６
割
近
く
が
反
対
し
、
政
府
の
進
め
る
医
療
費
抑
制
政
策
を
問
題

と
考
え
る
意
見
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
調
査
は
、
１
９
８

８
年
よ
り
２
年
に
１
度
、
診
療
報
酬
改
定
の
年
に
、
会
員
の
意
見
を

広
く
把
握
し
、
協
会
活
動
に
生
か
す
た
め
に
、
改
定
の
影
響
な
ど
医

療
・
社
会
保
障
か
ら
政
治
・
経
済
な
ど
、
情
勢
に
応
じ
た
質
問
で
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
今
号
か
ら
結
果
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
。

病
床
削
減
に

「
反
対
」
55
％

　

「
政
府
が
進
め
る
患
者
窓
口
負

担
増
に
つ
い
て
」
は
、「
反
対
」

が
59
・
３
％
と
、
前
回
２
０
２
０

年
調
査
の
57
・
４
％
か
ら
増
え

た
。
次
い
で
「
分
か
ら
な
い
・
そ

の
他
」
が
22
・
１
％
（
前
回
26
・

４
％
、
以
下
同
じ
）
と
な
り
、

「
賛
成
」
は
13
・
４
％
（
９
・
８

％
）
に
と
ど
ま
る
（
図
１
）。

　

政
府
は
今
年
の
10
月
か
ら
75
歳

以
上
の
窓
口
負
担
を
１
割
か
ら
２

割
に
引
き
上
げ
た
が
、
受
診
抑
制

へ
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
会
員
の
反

対
意
見
が
強
い
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

　

「
政
府
が
進
め
る
地
域
医
療
構

想
に
よ
る
病
床
削
減
に
つ
い
て
」

は
、「
反
対
」
が
55
・
６
％
と
前

回
の
64
・
３
％
か
ら
10
ポ
イ
ン
ト

程
度
低
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
18
年
調
査
の
46
・
８
％
と
比

較
す
る
と
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
高
く

な
っ
て
い
る
。「
分
か
ら
な
い
・

そ
の
他
」
は
32
・
３
％
、「
賛

成
」
は
７
・
６
％
と
な
っ
て
い
る

（
図
２
）。「
急
性
期
病
床
に
つ
い

て
」
は
、「
少
な
い
」
と
の
回
答

が
44
・
４
％
を
占
め
、
18
年
調
査

か
ら
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
高
く
な
っ

て
い
る
。「
看
護
師
数
に
つ
い

て
」
も
、「
少
な
い
」
が
58
・
３

％
を
占
め
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
受
け
入
れ
病
床
等
が
ひ
っ

迫
す
る
な
か
、
急
性
期
病
床
の
不

足
を
感
じ
、
政
府
が
進
め
る
病
床

削
減
を
問
題
と
と
ら
え
る
会
員
が

大
き
く
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

「
営
利
企
業
の
医
療
機
関
経
営

へ
の
参
入
に
つ
い
て
」
は
、「
反

対
」
が
72
・
７
％
と
多
数
を
占

め
、「
分
か
ら
な
い
・
そ
の
他
」

が
18
・
１
％
、「
賛
成
」
は
わ
ず

か
４
・
２
％
で
あ
り
、
医
療
に
営

利
を
持
ち
込
む
こ
と
に
は
会
員
の

抵
抗
が
非
常
に
強
い
こ
と
が
分
か

る
。

　

「
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
に
つ

い
て
」
も
「
反
対
」
が
33
・
９
％

と
最
も
多
く
、「
分
か
ら
な
い
・

そ
の
他
」
32
・
０
％
、「
賛
成
」

28
・
６
％
と
な
っ
た
。
た
だ
、
歯

科
で
は
「
賛
成
」
が
48
・
４
％

と
、
医
科
の
19
・
３
％
に
比
べ
て

高
く
な
っ
て
お
り
、
歯
科
の
診
療

報
酬
が
低
く
抑
え
ら
れ
、
実
質
的

に
混
合
診
療
と
な
っ
て
い
る
な

か
、
容
認
意
見
が
強
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

「
新
専
門
医
制
度
に
つ
い
て
」

は
「
分
か
ら
な
い
・
そ
の
他
」
が

54
・
９
％
、「
反
対
」
が
32
・
６

％
で
、「
賛
成
」
は
わ
ず
か
６
・

８
％
と
な
り
、
２
０
１
８
年
４
月

の
制
度
導
入
か
ら
５
年
近
く
と
な

る
が
、
制
度
に
つ
い
て
い
ま
だ
に

十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。

社
会
保
障
充
実
の
財
源

「
大
企
業
負
担
」過
半
数

　

「
社
会
保
障
充
実
の
た
め
の
財

源
」
を
ど
う
考
え
る
か
、
複
数
回

答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か

っ
た
の
は
「
大
企
業
の
負
担
を
増

や
す
」
で
５
割
が
選
択
し
、「
赤

字
国
債
で
ま
か
な
う
」「（
社
会
保

障
の
）
充
実
は
必
要
な
く
財
源
は

今
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
の
回
答
は

少
な
か
っ
た
（
図
３
）。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
内
部
留
保
を
増

や
し
続
け
る
大
企
業
が
よ
り
負
担

す
べ
き
と
考
え
る
会
員
が
多
い
こ

と
が
分
か
る
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う

す
る
べ
き
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
現
状
で
よ
い
」
が
39
・
６
％
と

最
も
多
い
。「
５
％
に
戻
す
べ

き
」
が
15
・
２
％
、「
廃
止
す
べ

き
」
が
10
・
２
％
、「
８
％
に
戻

す
べ
き
」
が
６
・
８
％
と
、
消
費

税
の
廃
止
ま
た
は
税
率
引
き
下
げ

を
求
め
る
回
答
を
合
わ
せ
る
と
３

割
超
と
な
っ
た
（
図
４
）。
野
党

の
一
部
が
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
消
費
税
減
税
を
訴
え

て
い
る
こ
と
や
諸
外
国
で
消
費
税

が
減
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一

方
、「
税
率
を
も
っ
と
引
き
上
げ

る
べ
き
」
は
15
・
２
％
に
と
ど
ま

っ
た
。
政
府
税
調
で
は
す
で
に
消

費
税
増
税
の
議
論
が
開
始
さ
れ
て

い
る
が
、
国
民
的
な
支
持
を
得
る

の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

「
医
療
に
か
か
る
消
費
税
に
つ

い
て
」
は
、「
保
険
診
療
に
ゼ
ロ

税
率
を
適
用
し
て
還
付
す
べ
き
」

が
45
・
７
％
、「
軽
減
税
率
で
対

応
す
べ
き
」
16
・
８
％
、「
現
状

で
よ
い
」
15
・
０
％
、「
補
助
金

に
よ
る
還
付
を
行
う
べ
き
」
５
・

８
％
と
の
回
答
と
な
っ
た
。

　

医
師
会
の
一
部
で
は
10
％
へ
の

消
費
税
増
税
時
に
診
療
報
酬
に
よ

り
補
填
さ
れ
た
と
の
意
見
も
あ
る

が
、
会
員
は
協
会
・
保
団
連
が
方

針
と
掲
げ
る
、
ゼ
ロ
税
率
に
よ
る

控
除
対
象
外
消
費
税
の
解
消
を
求

め
る
声
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化「
反
対
」半
数
超

　

「
保
険
証
廃
止
を
前
提
と
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務

化
」
に
つ
い
て
は
、「
反
対
」
が

56
・
７
％
と
最
も
多
か
っ
た
（
図

５
）。「
分
か
ら
な
い
・
そ
の
他
」

は
21
・
８
％
、「
賛
成
」
は
16
・

５
％
だ
っ
た
。
実
際
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
は
、
７
月

の
段
階
で
は
あ
る
が
「
導
入
予
定

は
な
い
」
と
の
回
答
が
29
・
９
％

に
上
っ
て
い
る
。

政
治
に
望
む
も
の

「
社
会
保
障
の
充
実
」６
割

　

「
政
治
に
望
む
も
の
」
は
「
医

療
・
社
会
保
障
の
充
実
」
66
・
４

％
、「
景
気
対
策
」
55
・
６
％
、

「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
」

50
・
１
％
の
順
と
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た
医
療
提

供
体
制
の
脆
弱
性
や
他
国
に
比
べ

て
停
滞
し
続
け
て
い
る
経
済
、
少

子
化
な
ど
、
現
在
の
日
本
が
抱
え

る
問
題
の
克
服
を
求
め
る
声
が
多

か
っ
た
。

　

岸
田
内
閣
に
つ
い
て
は
、
内
閣

を
「
支
持
す
る
」
は
36
・
８
％
、

「
支
持
し
な
い
」
39
・
１
％
と
不

支
持
が
支
持
を
上
回
っ
た
。

　

「
支
持
す
る
」
理
由
に
つ
い
て

は
、「
自
民
党
を
中
心
と
し
た
政

権
だ
か
ら
」
が
42
・
９
％
と
最
も

多
か
っ
た
が
、
低
い
順
に
「
医
療

政
策
が
よ
い
」
８
・
６
％
、「
経

済
政
策
が
よ
い
」
12
・
９
％
で
内

閣
を
支
持
す
る
層
で
も
政
策
を
支

持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

「
支
持
し
な
い
」
理
由
で
は
、

「
経
済
政
策
が
悪
い
」
が
73
・
８

％
、「
医
療
政
策
が
悪
い
」
が
53

・
７
％
で
、
政
策
が
支
持
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
対
策
な

ど
求
め
ら
れ
る
政
策
を
実
施
し
て

い
な
い
、
政
府
に
対
す
る
不
信
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　

支
持
政
党
に
つ
い
て
は
、
自
由

民
主
党
が
37
・
０
％
で
最
も
多

く
、「
支
持
政
党
な
し
」
が
33
・

９
％
と
続
い
た
。
そ
の
他
の
政
党

で
は
、
日
本
維
新
の
会
８
・
４

％
、
日
本
共
産
党
３
・
９
％
、
立

憲
民
主
党
２
・
１
％
と
続
い
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約

「
批
准
す
べ
き
」６
割
超

　

核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止
と
す

る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
つ
い

て
、
日
本
政
府
は
批
准
（
参
加
）

す
べ
き
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
批

准
す
べ
き
」
が
60
・
１
％
と
６
割

超
が
批
准
を
求
め
た
。「
分
か
ら

な
い
・
そ
の
他
」
が
23
・
４
％

で
、「
批
准
す
べ
き
で
な
い
」
は

11
・
０
％
に
と
ど
ま
っ
た
（
図

６
）。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
の
条
約
参
加
を
望
む
声
が

大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

「
現
行
の
日
本
国
憲
法
改
正
に

つ
い
て
」
は
「
賛
成
」
44
・
９

％
、「
分
か
ら
な
い
・
そ
の
他
」

27
・
８
％
、「
反
対
」
21
・
５
％

と
賛
成
が
多
か
っ
た
。「
戦
争
の

放
棄
、
戦
力
不
保
持
を
定
め
た
憲

法
９
条
に
つ
い
て
」
の
考
え
を
尋

ね
る
と
、「
見
直
す
べ
き
」
51
・

７
％
、「
堅
持
す
べ
き
」
28
・
４

％
で
14
年
調
査
以
来
「
堅
持
す
べ

き
」
が
「
見
直
す
べ
き
」
を
上
回

っ
て
い
た
が
、
８
年
ぶ
り
に
逆
転

し
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
検
討
し
て
い
る

防
衛
費
の
２
倍
化
に
つ
い
て
も

「
進
め
る
べ
き
」
が
39
・
６
％
と

「
見
直
す
べ
き
」
の
22
・
８
％
を

上
回
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
や
米
中
の
対
立
な
ど

か
ら
、
日
本
の
防
衛
力
の
強
化
を

望
む
会
員
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
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図１　政府が進める患者窓口負担増について

図２　政府が進める地域医療構想による
病床削減について　　　　

図３　社会保障充実のための財源について 図５　健康保険証の廃止を前提として、医療
　　　機関でのオンライン資格確認の義務化
　　　が検討されていることについて　　　

図４　消費税の10％への引き上げについて 図６　核兵器禁止条約について、日本政府は
批准すべきと思いますか　　　

2022年度会員意見実態調査結果①「医療・社会保障、政治・経済」

患者負担増に６割が反対患者負担増に６割が反対

＊調査方法
対　象： 兵庫県保険医協会会員から２割を 

無作為抽出
　医科 774件　回収 259件（33・５％）
　歯科 396件　回収 122件（30・８％）
　合計 1170件　回収 381件（32・６％）
実施時期：2022年７月１日～７月29日
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コ
ロ
ナ
禍
の
「
今
後
」

考
え
さ
せ
ら
れ
た

Ａ
分
科
会
①

Ａ
分
科
会
①

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
協
会
会
議
室

で
開
催
さ
れ
た
第
31
回
日
常
診
療

経
験
交
流
会
。
参
加
者
は
会
場
の

広
さ
に
見
合
っ
た
人
数
で
し
た
。

講
師
を
招
い
て
講
演
会
も
開
き
大

勢
の
参
加
者
に
来
場
し
て
い
た
だ

い
た
コ
ロ
ナ
禍
前
の
賑
わ
い
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
テ
ー
マ

の
副
題
に
は
「
我
々
は
ど
こ
へ
向

か
う
の
か
」
と
掲
げ
、
コ
ロ
ナ
禍

の
今
後
の
道
し
る
べ
と
な
る
会
を

め
ざ
し
ま
し
た
。

　

Ａ
分
科
会
・
最
初
の
報
告
、
毎

回
一
番
手
を
務
め
る
広
川
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
広
川
恵
一
先
生
の
発

表
は
代
読
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
13

年
を
超
え
る
高
血
圧
症
患
者
１
０

０
名
の
診
療
内
容
を
追
跡
さ
れ
分

析
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
患
者

数
は
44
人
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

伊
賀
内
科
・
循
環
器
科
の
伊
賀

幹
二
先
生
の
報
告
は
無
症
状
Ｐ
Ｃ

Ｒ
陽
性
と
い
う
一
群
の
人
々
が
存

在
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
全

体
像
把
握
の
た
め
の
疫
学
調
査
が

必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
患
者
数
の
発
表
を
漠
然
と
眺

め
て
い
る
の
で
は
い
け
な
い
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

薬
局
リ
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の

滝
本
桂
子
先
生
は
介
護
支
援
専
門

員
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
大
変

な
状
況
（
コ
ロ
ナ
禍
前
も
大
変
で

し
た
が
）
を
報
告
。
介
護
の
現
場

の
方
々
の
取
り
組
み
に
は
頭
が
下

が
り
ま
す
。
一
番
心
配
な
の
は
通

所
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
方
々
の

フ
レ
イ
ル
の
進
行
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

東
神
戸
病
院
の
水
間
美
宏
先
生

は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
現
在
の
超
音
波

ハ
ン
ズ
オ
ン
の
様
子
の
比
較
写
真

を
示
さ
れ
、
感
染
防
止
対
策
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
進
化
し
た
研
修

会
開
催
方
法
は
他
の
こ
と
に
も
利

用
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
お
さ
ま

り
、
以
前
の
よ
う
な
日
常
診
療
経

験
交
流
会
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
に

期
待
し
ま
す
。

【
伊
丹
市
・
薬
剤
師　

 

長
光　

由
紀
】

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の

フ
ァ
ク
ト
を
学
ぶ

Ａ
分
科
会
②

Ａ
分
科
会
②

　

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア
に
お
け
る
呼
吸
器
疾
患
管
理

―
現
状
の
課
題
と
今
後
の
展
望
」

で
は
、
寺
田
内
科
・
呼
吸
器
科
の

寺
田
邦
彦
先
生
が
話
さ
れ
た
。

　

先
生
は
呼
吸
器
専
門
医
と
し

て
、
２
０
２
０
年
３
月
に
は
隔
離

用
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
す
で
に

設
置
さ
れ
て
、
姫
路
市
内
で
第
１

例
目
と
な
っ
た
患
者
を
診
ら
れ

た
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
医
と
基
幹

病
院
の
架
け
橋
と
な
り
う
る
呼
吸

器
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
す
と

い
う
明
確
な
信
条
に
感
銘
を
受
け

た
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
呼
吸
器

感
染
症
外
来
と
慢
性
肺
疾
患
管
理

の
両
立
の
た
め
に
は
、
可
能
な
限

り
導
線
分
離
を
と
、
９
月
に
は
、

建
物
を
増
設
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に
対
す
る
標

準
予
防
策
で
喘
息
発
作
の
抑
制
が

み
ら
れ
、
日
本
や
英
国
の
デ
ー
タ

で
大
幅
に
入
院
患
者
が
減
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
、
マ
ス
ク
、
ア
イ
シ

ー
ル
ド
の
意
義
を
改
め
て
学
ん

だ
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け

る
〝
か
ぜ
〞
対
応
と
し
て
（
私
見

と
し
て
）、
目
標
を
感
冒
流
行
期

に
お
け
る
医
療
崩
壊
回
避
感
染
拡

大
防
止
に
お
き
、
軽
症
者
の
受
診

抑
制
が
鍵
と
さ
れ
、

・
１
週
間
以
内
に
自
然
軽
快
し
て

い
た
ら
〝
か
ぜ
〞
と
診
断
し
て
よ

い
。
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
市
販
、

対
症
療
法
、
感
冒
薬
の
市
販
な
ど

に
も
言
及
さ
れ
た
の
で
Ｏ
Ｔ
Ｃ
販

売
も
し
て
い
る
薬
局
薬
剤
師
も
責

任
重
大
だ
と
感
じ
た
。

・
発
熱
外
来
は
重
症
化
予
防
・
増

悪
時
対
応
、
基
幹
病
院
は
入
院
対

応
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
地
域
で

に
お
け
る
尼
崎
市
医
療
・
介
護
連

携
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
は
、
同
セ
ン
タ
ー
主
任
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小
林
優
子
さ
ん

が
演
者
を
務
め
た
。

　

尼
崎
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
医

師
会
は
２
０
１
８
年
１
月
「
尼
崎

市
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ

ー
〝
あ
ま
つ
な
ぎ
〞」
を
開
設
し

て
い
る
。
現
在
３
名
の
専
任
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
医
療
・
介
護
に

関
わ
る
専
門
職
の
相
談
支
援
の
実

務
に
つ
い
て
お
り
、
医
療
介
護
に

関
係
す
る
17
団
体
が
加
入
す
る
医

療
介
護
連
携
協
議
会
に
あ
ま
つ
な

ぎ
が
抽
出
し
た
課
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
、
協
議
さ
れ
、
企
画
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
と
し

て
、
２
０
２
０
年
２
月
の
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
定

例
会
で
サ
ー
ビ
ス
継
続
の
た
め
の

相
互
支
援
の
シ
ス
テ
ム
が
検
討
さ

れ
、
あ
ま
つ
な
ぎ
が
管
理
者
と
し

て
バ
イ
タ
ル
リ
ン
ク
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
２
１
年
12
月
に
は

医
師
会
・
保
健
所
・
訪
問
看
護
師

間
の
情
報
共
有
に
活
用
。
そ
の
実

際
の
活
用
事
例
を
報
告
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
患
者
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
け

で
な
く
、
平
時
で
も
在
宅
患
者
に

か
か
わ
る
全
て
の
職
種
で
利
用
す

る
こ
と
が
連
携
に
有
用
だ
が
、
今

後
多
職
種
に
ど
の
よ
う
に
シ
ス
テ

ム
を
普
及
さ
せ
て
い
く
か
が
課
題

と
締
め
く
く
ら
れ
た
。
ネ
ッ
ト
社

会
に
つ
い
て
い
け
な
い
私
に
も
大

き
な
課
題
だ
と
感
じ
た
…
。

　

小
林
さ
ん
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ

発
表
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
６
月
末
増

加
転
換
と
12
月
ま
で
の
予
測
―
接

種
後
再
生
産
数
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
」
で
は
、
神
戸
協
同
病
院
の
上

田
耕
蔵
先
生
が
話
さ
れ
た
。

　

上
田
先
生
が
研
修
生
と
し
て
神

戸
協
同
病
院
に
来
ら
れ
て
い
た

頃
、
時
の
院
長
先
生
が
「
彼
は
カ

ミ
ソ
リ
だ
ね
」
と
表
現
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ま
さ
に

キ
レ
キ
レ
の
接
種
後
再
生
産
数
の

構
造
の
数
式
を
説
明
す
る
の
は
私

に
は
荷
が
重
す
ぎ
る
。

　

４
回
目
ワ
ク
チ
ン
免
疫
増
加

で
、
第
８
波
を
遅
ら
せ
る
効
果
が

取
得
で
き
た
が
、
11
月
に
変
異
株

Ｂ
Ａ
．５
の
１
・
22
倍
が
出
現
、

第
８
波
発
生
が
確
実
に
な
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
を
接
種
後
再
生

産
数
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
…
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

「
ウ
イ
ル
ス
濃
度
に
よ
る
飛
沫

感
染
４
分
類
」
で
は
同
じ
く
上
田

耕
蔵
先
生
が
演
者
を
務
め
た
。

　

抗
原
定
量
検
査
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
違

い
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
が
正
確
と

思
っ
て
い
た
が
、
感
度
が
高
す
ぎ

て
退
院
で
き
な
い
事
例
を
聞
く
こ

と
が
あ
り
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
抗

原
検
査
で
い
い
の
で
は
と
思
っ
て

い
た
。
実
際
の
院
内
感
染
の
な
り

た
ち
は
２
〜
３
分
と
い
う
短
時
間

で
も
あ
り
う
る
。
そ
こ
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

の
Ｃ
ｔ
値
（
ウ
イ
ル
ス
濃
度
）
を

加
味
し
た
飛
沫
感
染
４
分
類
を
提

案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
実
例

を
基
に
具
体
的
な
対
策
を
示
し
た

「
ウ
イ
ル
ス
濃
度
に
よ
る
飛
沫
感

染
４
分
類
と
対
策
」
を
発
表
さ
れ

た
。
第
８
波
に
入
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
今
、
他
院
で
も
参
考
に
な

る
の
で
は
と
思
っ
た
。

　

毎
年
先
生
が
日
常
診
療
の
実
践

に
基
づ
く
発
表
を
さ
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
！

【
尼
崎
市
・
薬
剤
師　

 

滝
本　

桂
子
】

支
え
る
。

・
老
年
症
候
群

と
し
て
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
ら

れ
て
、
診
断
の

要
の
ス
パ
イ
ロ

メ
ト
リ
ー
の
普

及
率
が
平
時
で

も
低
い
の
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
プ

ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

領
域
の
診
断
管

理
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
こ
と

を
訴
え
ら
れ

て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

評
価
に
必
須
の

質
問
表
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
っ

た
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍

創
意
工
夫
し
て
の

奮
闘
に
元
気
を
も
ら
え
た

Ｂ
分
科
会
①

Ｂ
分
科
会
①

　

第
１
演
題
目
の
ド
マ
ー
ニ
神
戸

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
宮
武
博
明
先
生
の

「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
『
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
面
接
』
に
関
わ
っ
て
」

で
は
終
末
期
に
お
い
て
タ
ー
ミ
ナ

ル
加
算
や
看
取
り
加
算
、
看
取
り

介
護
加
算
が
請
求
で
き
る
こ
と
を

知
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
演
題
目
の
尼
崎
医
療
生
活

協
同
組
合
生
協
歯
科
の
冨
澤
洪
基

先
生
の
「
歯
科
酷
書
第
４
弾
か
ら

考
え
る
人
権
と
し
て
の
歯
科
医

療
」
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
で
広

が
っ
た
格
差
と
貧
困
、
そ
の
中
で

困
窮
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
口
腔
崩
壊
の

症
例
が
印
象
的
で
し
た
。

　

第
３
演
題
目
の
新
神
戸
歯
科
の

鈴
木
麻
夕
先
生
の
「
ア
ラ
イ
ナ
ー

（
イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
）
矯
正
中
の

身
体
の
調
整
」
は
、
ノ
ン
ワ
イ
ヤ

ー
で
目
立
た
ず
取
り
外
し
も
簡
単

で
今
、
巷
で
人
気
の
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
矯
正
で
す
が
、
矯
正
の
専
門
知

識
が
乏
し
く
、
経
験
の
浅
い
歯
科

医
師
に
よ
り
噛
み
合
わ
せ
の
悪
化

や
顎
関
節
症
の
弊
害
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
、
安
易
に
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
矯
正
に
手
を
つ
け
な
い
よ
う
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。

　

第
４
演
題
目
の
大
槻
歯
科
医
院

の
大
槻
榮
人
先
生
の
「
口
腔
粘
膜

血
管
腫
凝
固
施
行
症
例
の
臨
床
的

検
討
」
で
は
従
来
の
外
科
的
切
除

療
法
と
比
較
し
て
レ
ー
ザ
ー
に
よ

る
血
管
腫
凝
固
術
は
短
期
間
で
治

癒
し
、
経
過
も
良
好
で
低
侵
襲
の

た
め
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
も
少
な

く
て
安
心
安
全
で
非
常
に
有
用
な

治
療
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

４
人
の
先
生
方
す
べ
て
に
共
通

し
て
言
え
る
の
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
大
変
な
２
年
間
、
悩
み
、
苦

し
み
、
葛
藤
を
抱
え
な
が
ら
も
創

意
工
夫
し
て
診
療
し
奮
闘
さ
れ
て

お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
元
気
と

勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

 

【
西
区
・
歯
科　

窪　
　

高
志
】

歯
科
医
師
の
取
り
組
み
に
感
銘

有
意
義
な
日
曜
日
に

Ｂ
分
科
会
②

Ｂ
分
科
会
②

　

今
回
初
参
加
の
佐
藤
圭
先
生
に

口
腔
ケ
ア
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
宅

で
は
ま
す
ま
す
口
腔
ケ
ア
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
真
摯
に

取
り
組
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
姿
が
大

変
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
口
腔

ケ
ア
と
い
え
ど
、
い
き
な
り
口
の

中
に
ブ
ラ
シ
を
当
て
る
の
で
な

く
、
患
者
様
の
肩
甲
骨
周
囲
筋
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
か
ら
始
ま
り
、
下
顎

口
唇
周
囲
の
筋
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て

か
ら
、
口
腔
ケ
ア
を
行
わ
れ
る
と

の
こ
と
、
そ
の
配
慮
が
素
晴
ら
し

く
、
ま
た
舌
の
汚
れ
な
ど
も
丁
寧

に
除
去
し
、
透
明
な
コ
ッ
プ
で
ス

ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
を
洗
浄
し
、
透
明

な
水
の
ま
ま
に
な
る
ま
で
繰
り
返

し
丁
寧
に
ケ
ア
さ
れ
て
い
る
の
が

大
変
よ
く
解
る
動
画
も
再
生
し
て

い
た
だ
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

つ
い
で
講
演
い
た
だ
い
た
藤
井

佳
朗
先
生
は
、
い
つ
も
参
加
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
先
生
の

手
に
か
か
る
と
歩
け
な
い
方
が
簡

単
に
見
え
る
処
置
を
ほ
ん
の
少
し

し
た
だ
け
で
し
っ
か
り
歩
け
る
よ

う
に
な
ら
れ
た
り
、
寝
返
り
が
打

て
な
か
っ
た
人
が
、
し
っ
か
り
寝

返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
り
と
、
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た

い
よ
う
な
、
ま
る
で
マ
ジ
ッ
ク
の

よ
う
な
症
例
の
数
々
を
動
画
で
診

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
も
は
や
ゴ
ッ

ド
ハ
ン
ド
・
神
の
手
に
よ
る
仕
業

と
し
か
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
休

憩
時
間
に
先
生
持
参
の
往
診
セ
ッ

ト
で
、
何
人
か
の
先
生
に
処
置
を

施
さ
れ
て
い
て
、
み
な
さ
ん
す
ぐ

に
肩
こ
り
な
ど
の
症
状
が
改
善
さ

れ
大
変
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
フ
ォ
ー

ム
の
矯
正
中
で
し
た
の
で
、
安
定

し
な
い
の
を
改
善
し
て
ほ
し
い
と

無
理
を
お
願
い
す
る
と
、
快
く
処

置
し
て
い
た
だ
き
、
夕
方
練
習
に

行
く
と
と
て
も
理
想
通
り
の
飛
び

方
に
変
化
し
て
い
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
体
験
も
で

き
、
と
て
も
有
意
義
な
日
曜
日
を

過
ご
せ
た
な
と
実
感
い
た
し
ま
し

た
。

【
須
磨
区
・
歯
科　
坂
口　

智
計
】

　

協
会
は
10
月
30
日
、「
コ
ロ
ナ

禍
の
医
療
〜
我
々
は
ど
こ
へ
向
か

う
の
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
第
31
回

日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
開
催
し

た
。
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

オンライン参加も含め74人が参加した

コロナ時代コロナ時代のの〝日常〟〝日常〟をを交流交流
第31回日常診療経験交流会　参加記第31回日常診療経験交流会　参加記
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第
一
席
の
環
境
・
公
害
対
策
部

の
上
田
進
久
先
生
に
よ
る
「
兵
庫

県
下
の
学
校
施
設
に
お
け
る
ア
ス

ベ
ス
ト
実
態
調
査
報
告
」
で
は
、

30
年
以
上
前
の
曝
露
で
中
皮
腫
や

肺
癌
に
な
る
危
険
性
の
あ
る
ア
ス

ベ
ス
ト
の
建
材
中
の
評
価
を
し
っ

か
り
と
プ
ロ
に
行
っ
て
も
ら
う
こ

と
や
、
文
科
省
が
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
に
関
す
る
完
全
対
策
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

建
材
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題

は
、
先
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時

に
よ
く
あ
っ
た
、
倒
壊
建
物
の
処

理
時
に
曝
露
さ
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
危
険
で

す
。
個
人
的
に
は
原
一
男
監
督
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
ニ
ッ

ポ
ン
国
Ｖ
Ｓ
泉
南
石
綿
村
』
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
労

働
者
の
被
害
と
不
幸
を
防
げ
な
か

っ
た
行
政
府
の
姿
勢
に
通
じ
る
問

題
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

第
二
席
の
野
村
医
院
の
横
山
哲

朗
さ
ん
に
よ
る
「
医
療
機
関
の
バ

ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
に
お
け
る
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い

て
」
で
は
、
野
村
医
院
で
導
入
し

た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介

し
、
紙
の
資
料
や
届
け
出
が
廃
止

・
削
減
で
き
る
な
ど
業
務
改
善
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、

導
入
時
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
三
席
の
耳
鼻
科
医
の
永
本
浩

先
生
に
よ
る
「
日
常
診
療
に
於
い

て
の
耳
鳴
の
治
療
」
で
は
、
耳
鳴

り
治
療
の
深
淵
を
覗
い
た
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
治
療

困
難
な
「
耳
鳴
り
」
で
す
が
、
マ

ス
キ
ン
グ
効
果
を
狙
っ
た
補
聴
器

や
Ｃ
Ｄ
に
よ
り
い
く
ら
か
軽
減
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
日
常
臨

床
で
は
愁
訴
の
強
い
患
者
さ
ん
は

「
耳
鼻
科
医
」
へ
の
紹
介
し
か
で

き
ず
、
ま
た
ご
迷
惑
を
か
け
る
し

か
な
い
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

 

【
長
田
区　

松
岡　

泰
夫
】

多
彩
な
報
告

日
常
診
療
に
活
か
せ
れ
ば

Ｃ
分
科
会
①

Ｃ
分
科
会
①

〝
魂
〞
感
じ
た

臨
床
経
験
の
交
流

Ｃ
分
科
会
②

Ｃ
分
科
会
②

　

「
日
常
診
療
に
於
い
て
の
耳
鳴

の
治
療
」
は
明
石
市
・
永
本
医
院

の
永
本
浩
先
生
が
お
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

医
療
従
事
者
だ
け
で
な
く
、
一

般
の
患
者
さ
ん

や
市
民
の
方
々

で
も
、
興
味
深

い
タ
イ
ト
ル

で
、
解
剖
学
の

基
礎
か
ら
日
常

臨
床
に
お
け
る

経
験
を
交
え

て
、
素
晴
ら
し

い
分
か
り
や
す

い
内
容
で
し

た
。
日
本
人
の

耳
鳴
の
有
病
率

は
、
約
10
％
〜

15
％
で
、
臨
床

的
に
問
題
の
あ

る
耳
鳴
は
、
２

％
〜
３
％
と
思

わ
れ
る
現
在
、

高
齢
化
と
共
に
増
加
傾
向
と
推
察

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

患
者
さ
ん
の
苦
痛
は
大
き
く
て

も
、
聴
診
器
、
Ｃ
Ｔ
、
М
Ｒ
Ｉ
な

ど
で
も
診
断
が
難
し
い
と
、
根
拠

に
基
づ
い
て
強
調
さ
れ
、
患
者
さ

ん
の
問
診
と
自
覚
症
状
か
ら
治
療

方
法
を
模
索
さ
れ
る
、
先
生
の
迫

力
あ
る
医
師
魂
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
薬
物
療
法
で
も
、
難
解

で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
先
端
の
反

復
性
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
に
よ
る
、

新
し
い
方
法
で
、「
耳
鳴
」
の
診

断
や
治
療
に
も
、
今
後
の
戦
略
と

な
り
得
る
光
明
と
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
の
先
生
の
ご
研
究

に
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
変
遷
」

は
、
神
戸
市
須
磨
区
・
と
も
歯
科

医
院
の
坂
口
智
計
先
生
が
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

坂
口
先
生
は
、
臨
床
歯
科
医
師

と
し
て
、
毎
年
予
想
を
超
え
た
テ

ー
マ
で
、
話
題
提
供
を
な
さ
る
こ

と
で
、
好
評
で
す
。
ま
ず
、
多
趣

味
の
ご
紹
介
も
楽
し
み
で
す
。
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
英
会
話
、
そ
し

て
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
発
表
会

の
お
写
真
に
は
、
つ
い
目
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。

　

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
高
騰
問
題

と
、
２
０
１
４
年
か
ら
保
険
導
入

さ
れ
た
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
」
の

保
険
適
用
範
囲
が
広
が
る
な
か

で
、
金
属
に
よ
る
修
復
と
「
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
」
の
歯
科
診
療
報
酬

を
比
較
さ
れ
ま
し
た
。「
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
」
の
技
術
点
数
の
高
い

こ
と
は
経
営
的
に
は
魅
力
で
す
。

患
者
さ
ん
か
ら
も
、
白
い
修
復
物

は
、
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。
就
業
歯

科
技
工
士
が
減
少
す
る
な
か
、
視

点
を
変
え
、
将
来
性
を
見
据
え
た

提
案
は
、
圧
巻
な
内
容
で
し
た
。

　

設
備
投
資
の
し
や
す
い
環
境
へ

の
転
換
の
重
要
性
や
今
後
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
へ
の
対
応
の
提
案
も
、

大
い
に
頷
け
る
内
容
で
し
た
。
今

年
も
画
期
的
な
ご
講
演
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 【
赤
穂
郡
・
歯
科　

白
岩　

一
心
】

今
求
め
ら
れ
る
薬
局
の
役
割

改
め
て
実
感

Ｃ
分
科
会
③

Ｃ
分
科
会
③

　

今
回
の
薬
科
部
の
発
表
は
二
つ

と
も
今
の
薬
局
を
表
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

ま
ず
、
い
た
み
ア
リ
オ
薬
局
の

長
光
由
紀
薬
剤
師
の
ご
講
演
は
ま

さ
に
地
域
貢
献
を
実
践
さ
れ
て
い

る
お
話
で
、
い
き
い
き
百
歳
体
操

を
週
１
回
、
ま
ち
か
ど
測
定
会
を

年
７
か
ら
８
回
、
勉
強
会
は
月
１

回
、
コ
ロ
ナ
無
料
抗
原
定
性
検
査

を
毎
週
日
曜
日
、
講
演
会
を
月
１

回
と
、
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
に
あ
る
と
い

う
立
地
を
生
か
し
、
毎
回
参
加
者

10
人
以
上
と
い
う
、
調
剤
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
薬
局
の
役
割
を
果

た
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

当
薬
局
で
も
休
日
に
健
康
相
談
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
身
内
だ
け
の

参
加
で
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
た
ば
薬
局
の
丹
羽
な

お
み
薬
剤
師
の
発
表
は
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
医
薬
品
の
供
給
不
足
と

現
場
対
応
の
お
話
で
し
た
。
今
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
実
態

を
話
さ
れ
、
全
国
の
薬
局
の
代
弁

だ
と
思
い
ま
し
た
。
医
療
費
の
増

大
に
伴
い
、
国
の
施
策
の
一
つ
に

後
発
品
率
を
80
％
以
上
に
す
る
と

あ
り
、
患
者
様
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
小

林
化
工
の
不
祥
事
に
よ
り
後
発
品

に
対
し
不
安
感
を
与
え
て
し
ま
い

先
発
品
に
戻
し
て
と
言
わ
れ
る
患

者
様
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
だ
ん
だ
ん
そ
れ
も
ま

ま
な
ら
ず
、
薬
の
在
庫
が
あ
れ
ば

い
い
事
態
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
が
追
い
打
ち

と
な
り
、
カ
ロ
ナ
ー
ル
や
咳
止
め

も
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
で
す
。
国
は

薬
剤
師
に
対
人
業
務
に
力
を
入
れ

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
が
、
ま
ず

薬
の
安
定
供
給
が
前
提
だ
と
思
い

ま
す
。

　

安
定
供
給
に
２
年
は
か
か
る
と

い
わ
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら
も
患
者

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
事
に
し
て
薬
の
会
社
が
違
っ
て

も
安
心
し
て
服
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
兵
庫
区
・
薬
剤
師　

 

西
村
ゆ
か
り
】

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

第
１
０
０
回
評
議
員
会　

決
議　

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

第
１
０
０
回
評
議
員
会　

決
議　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代
政
権
が
採
っ
て
き
た
医
療
費
抑
制
政
策
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
脆
弱

性
を
露
わ
に
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岸
田
自
公
政
権
は
、
こ
れ
を
奇
貨
と
し
、
医
療
Ｄ
Ｘ
と
称
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
の
導
入
義
務
化
や
か
か
り
つ
け
医
の
制
度
化
、
感
染
症
法
改
悪
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
統
制
強
化
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

10
月
に
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化
を
強
行
し
、
今
後
、
要
介
護
１
・
２
の
訪
問
介
護
等
を
地
域
支
援
事
業
に
移

行
さ
せ
る
こ
と
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
を
盛
り
込
ん
だ
介
護
保
険
制
度
改
悪
を
狙
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
府
の
医
療
・
社
会
保
障
政
策

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
教
訓
と
し
て
医
療
・
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
私
た
ち
の
要
求
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
民
生
活
の
困
窮
も
深
刻
で
あ
る
。
新
自
由
主
義
的
政
策
に
よ
る
大
企
業
優
遇
、
国
民
生
活
切
り
捨
て
の
政
治
の
結
果
、
日
本

経
済
の
停
滞
は
固
定
的
な
も
の
と
な
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
か
ら
続
く
超
低
金
利
政
策
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。
結
果
、
海

外
の
利
上
げ
に
よ
る
円
安
は
物
価
高
騰
を
招
き
、
国
民
生
活
を
圧
迫
し
続
け
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
岸
田
自
公
政
権
は
、
消
費
税
減

税
な
ど
国
民
生
活
を
直
接
支
え
る
政
策
を
と
ら
な
い
ば
か
り
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
外
貨
稼
ぎ
や
「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
」
と
称
す
る
さ

ら
な
る
雇
用
の
流
動
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
政
府
税
調
で
は
消
費
税
の
増
税
ま
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
岸
田
自
公
政

権
は
今
す
ぐ
こ
う
し
た
政
策
を
転
換
し
、
社
会
保
障
の
充
実
と
正
規
雇
用
の
拡
大
、
賃
金
の
引
き
上
げ
で
豊
か
な
国
民
生
活
を
つ
く
る
べ

き
で
、
そ
れ
こ
そ
が
、
日
本
経
済
復
活
へ
の
道
で
あ
る
。

　

ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ
た
防
衛
費
２
倍
化
は
さ
ら
な
る
国
民
負
担
増
と
社
会
保
障
費
抑
制
を
招
き
か
ね
な
い
。
な
に
よ
り
こ
の

よ
う
な
日
本
の
さ
ら
な
る
軍
事
大
国
化
は
、
東
ア
ジ
ア
の
軍
拡
競
争
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
で
地
域
や
世
界
を
さ
ら
に
不
安
定
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

我
々
は
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
日
本
の
さ
ら
な
る
軍
事
大
国
化
を
許
さ
ず
、
社
会
保
障
の
充
実
で
持
続
可

能
な
経
済
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
全
力
で
奮
闘
す
る
決
意
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

記

一
． 

未
知
の
新
興
感
染
症
に
備
え
る
た
め
に
も
医
療
費
抑
制
政
策
を
転
換
し
、
公
衆
衛
生
体
制
や
医
療
提
供
体
制
を
抜
本
的
に
強
化
す
る

こ
と
。
一
部
導
入
が
議
論
さ
れ
て
い
る
減
収
補
填
に
つ
い
て
す
べ
て
の
医
療
機
関
を
対
象
と
す
る
こ
と
。

一
．
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
、
不
合
理
是
正
を
行
な
う
こ
と
。

一
．
医
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
医
師
数
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
。

一
． 

患
者
・
介
護
利
用
者
負
担
増
計
画
を
や
め
る
こ
と
。
少
子
化
対
策
と
し
て
も
子
ど
も
の
医
療
費
は
国
の
責
任
で
中
学
３
年
生
ま
で
窓

口
負
担
を
無
料
に
し
、
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
無
料
を
目
指
す
こ
と
。

一
． 

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
実
現
の
た
め
、
保
険
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
歯
科
技
術
料
と
歯
科
技
工
料
を
正
当
に
評
価
す
る
と
と
も

に
逆
ザ
ヤ
と
な
っ
て
い
る
金
パ
ラ
の
保
険
償
還
価
格
を
是
正
す
る
こ
と
。

一
． 

消
費
税
を
減
税
す
る
と
と
も
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
を
中
止
し
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
し
て
医
療
機
関
の
控
除
対
象
外

消
費
税
負
担
を
解
消
す
る
こ
と
。

一
．
高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
や
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
不
当
な
差
押
さ
え
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一
．
一
部
医
薬
品
の
高
薬
価
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
国
の
責
任
で
日
常
診
療
に
不
可
欠
な
医
薬
品
の
安
定
供
給
を
行
う
こ
と
。

一
． 

医
療
現
場
に
混
乱
を
も
た
ら
し
、
患
者
に
も
医
療
機
関
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
導
入
義
務
化
と
保
険
証
の
原
則
廃
止
を
中
止
す
る
こ
と
。

一
．
生
活
保
護
基
準
額
の
引
き
上
げ
や
捕
捉
率
の
向
上
な
ど
生
活
保
護
の
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
。

一
．
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
こ
の
間
の
災
害
被
災
者
に
対
し
公
的
補
償
を
強
め
る
こ
と
。

一
． 

再
稼
働
し
た
原
発
を
直
ち
に
停
止
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
再
稼
働
・
新
増
設
・
輸
出
を
行
わ
ず
、
原
発
ゼ
ロ
政
策
の
推
進
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
。

一
．
東
電
福
島
第
１
原
発
事
故
で
発
生
し
た
放
射
能
汚
染
水
に
つ
い
て
地
元
合
意
の
な
い
海
洋
放
出
は
撤
回
し
、
再
検
討
す
る
こ
と
。

一
． 

震
災
復
旧
作
業
等
で
飛
散
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
曝
露
を
受
け
た
人
に
対
す
る
健
診
や
補
償
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た

建
築
物
の
解
体
時
等
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
。

一
．
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
無
条
件
撤
去
し
、
辺
野
古
沖
へ
の
新
基
地
建
設
計
画
を
中
止
す
る
よ
う
米
国
に
求
め
る
こ
と
。

一
．
日
本
の
主
権
を
制
限
し
て
い
る
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。

一
． 

日
本
政
府
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
と
と
も
に
、
核
保
有
国
な
ど
条
約
を
拒
否
す
る
国
に
批
准

を
求
め
る
こ
と
。

一
． 

国
は
、
日
本
国
憲
法
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
三
権
分
立
を
蔑
ろ
に
せ
ず
、「
個
人
の
尊
重
」
と
「
法
の
支
配
」
を
中
核
と
す
る
立

憲
主
義
に
基
づ
き
、
国
民
主
権
・
基
本
的
人
権
の
尊
重
・
恒
久
平
和
主
義
な
ど
憲
法
の
基
本
原
理
を
尊
重
す
る
こ
と
。

一
． 
国
連
憲
章
に
違
反
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
は
核
に
よ
る
威
嚇
を
止
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
闘
を
即
時
中
止
し
、
撤
退

す
る
こ
と
。

 

以
上
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質疑応答も活発に行われた
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自
宅
療
養
者
の
命
支
え
る

最
前
線
で
の
闘
い

現
代
に
残
さ
れ
た
戦
争
遺
産

万
が
一
に
備
え
て

病
院
と
の
連
携
を
意
識

在
宅
医
療
研
究
会

文
化
部
・
秋
の
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー

淡
路
歯
科
会
員
懇
談
会

感 想 文感 想 文

感 想 文

　

地
域
医
療
部
は
11
月
５
日
、
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
在
宅

医
療
研
究
会
を
開
催
。「
神
戸
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
自
宅
療
養
・
入
院
待
機
者
へ
の
訪
問
看
護
」
を
テ
ー
マ

に
、
北
須
磨
訪
問
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の
藤
田
愛
氏
が
講
演

し
、
35
人
（
会
場
６
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
29
人
）
が
参
加
し
た
。
桜
井
隆

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
と
、
常
に
最

前
線
で
闘
っ
て
お
ら
れ
る
訪
問
看

護
師
で
あ
る
藤
田
愛
氏
の
生
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

災
害
と
し
て
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
に
翻
弄
さ
れ
、
機
能
不
全
に
陥

っ
て
し
ま
っ
た
医
療
・
介
護
・
行

政
。
そ
し
て
そ
の
狭
間
に
こ
ぼ
れ

は
看
護
師
が
訪
問
で
き
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

「
地
域
の
医
療
従
事
者
、
介
護

職
と
限
り
あ
る
力
を
合
わ
せ
て
、

在
宅
医
療
・
介
護
が
必
要
な
療
養

者
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
支
え
て

ゆ
き
た
い
」
と
い
う
彼
女
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

 

【
尼
崎
市　

桜
井　
　

隆
】

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
阻
害
す
る
の
は
、
コ
ロ

ナ
で
は
な
く
既
存
の
在
宅
ケ
ア
の

シ
ス
テ
ム
の
連
携
の
悪
さ
、
脆
弱

さ
、
指
示
書
さ
え
書
か
な
い
医

師
、
コ
ロ
ナ
と
わ
か
れ
ば
訪
問
さ

え
し
な
い
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
、

ヘ
ル
パ
ー
、
対
応
し
き
れ
な
い
保

健
所
。

　

医
療
も
介
護
も
受
け
ら
れ
な
い

ま
ま
自
宅
で
悪
化
、
死
亡
と
い
う

惨
状
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

「
最
高
の
15
分
の
看
護
・
介
護
」

と
い
う
引
き
算
思
考
で
の
訪
問
手

法
を
編
み
出
し
、
一
人
で
も
多
く

の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
巻
き
込
ん
で
一

人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
た
め
の

最
善
を
尽
く
す
。

　

他
職
種
連
携
と
銘
打
っ
て
分
業

が
さ
ら
に
加
速
す
る
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
の
在
宅
ケ
ア
の
現
場
で
、
今

後
利
用
者
の
近
く
に
常
に
寄
り
添

っ
て
支
え
と
な
り
得
る
の
は
訪
問

看
護
師
だ
け
だ
と
確
信
し
ま
し

た
。
医
師
の
訪
問
看
護
指
示
書

（
本
来
は
訪
問
看
護
依
頼
書
の
は

ず
）
な
ど
な
く
て
も
、
必
要
時
に

落
ち
、
命
を
落
と

し
て
し
ま
っ
た
犠

牲
者
の
声
を
彼
女

は
受
け
止
め
、
自

ら
の
感
染
の
不
安

と
恐
怖
を
乗
り
越

え
、
そ
れ
で
も
な

ん
と
か
状
況
を
打

開
し
よ
う
と
奔
走

　

歯
科
部
会
と
淡
路
支
部
は
９
月
24
日
、
洲
本
市
文
化
体
育
館
で

「『
歯
初
診
』
新
基
準
研
究
会
＆
歯
科
『
診
断
力
』
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科
・
歯
科
口
腔

外
科
部
長
の
高
田
直
樹
先
生
と
川
村
雅
之
副
理
事
長
が
講
師
を
務

め
、
16
人
が
参
加
し
た
。
比
嘉
仁
司
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
初
め
に
協
会
副
理
事
長
の

川
村
雅
之
先
生
か
ら
院
内
感
染
防

止
対
策
に
つ
い
て
の
ご
指
導
を
頂

き
、
当
院
で
も
、
改
め
て
感
染
対

策
を
見
直
し
、
コ
ロ
ナ
だ
け
で
な

く
様
々
な
感
染
リ
ス
ク
に
備
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

「
歯
科
診
断
力
」
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
高
田
先
生
か

ら
「
有
病
者
の
歯
科
治
療
の
注
意

点
と
病
診
連
携
」
と
い
う
題
目

で
、
骨
吸
収
抑
制
薬
服
用
患
者
や

新
規
経
口
抗
凝
固
薬
服
用
患
者
へ

の
外
科
的
処
置
後
に
起
こ
る
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
過
去
の
統
計
を

交
え
な
が
ら
現
段
階
で
の
予
防
対

策
や
対
応
方
法
に
つ
い
て
ご
教
授

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

骨
吸
収
抑
制
薬
関
連
顎
骨
壊
死

（
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
）
や
新
規
経
口
抗

凝
固
薬
服
用
患
者
の
術
中
・
術
後

出
血
に
つ
い
て
は
、
日
々
の
診
療

に
お
い
て
不
安
に
思
う
こ
と
も
あ

り
、
特
に
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
へ
の
警
戒

は
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
講
演

の
中
で
の
、
抜
歯
に
よ
る
Ｍ
Ｒ
Ｏ

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
際
で
も
、

事
前
に
対
処
法
（
紹
介
す
る
病
院

な
ど
）
を
決
め
て
お
け
ば
ス
ム
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
の
で
、
地
域
の

病
院
と
の
連
携
は
よ
り
重
要
と
感

じ
ま
し
た
。

【
南
あ
わ
じ
市
・
ケ
イ
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
勤
務
医　

比
嘉　

仁
司
】

Ｎ
Ｊ
の
発
症
率
上

昇
は
な
い
と
い
う

デ
ー
タ
は
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
で

す
。

　

新
規
経
口
抗
凝

固
薬
に
つ
い
て

は
、
服
用
患
者
は

増
え
て
い
る
が
デ

ー
タ
が
少
な
く
、

拮
抗
薬
も
な
い
と

の
こ
と
な
の
で
、

今
後
も
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一

　

文
化
部
は
11
月
６
日
、
秋
の
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
と
し
て
「
鶉

う
ず
ら

野の

飛

行
場
で
防
空
壕
、
滑
走
路
を
見
学　

〝
も
ち
む
ぎ
麺
〞
に
舌
鼓
＆
名

刹
・
一
乗
寺
を
訪
ね
る
」
を
開
催
。
会
員
・
家
族
ら
28
人
が
参
加

し
、
加
西
市
に
あ
る
旧
日
本
海
軍
の
飛
行
場
跡
で
あ
る
姫
路
海
軍
航

空
隊
鶉
野
飛
行
場
を
見
学
し
た
他
、
同
市
内
の
一
乗
寺
で
国
宝
・
三

重
塔
や
紅
葉
の
景
色
を
楽
し
ん
だ
。
工
藤
惠
康
先
生
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

　

私
は
以
前
か
ら
機
会
が
あ
れ
ば

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
、
ダ
ッ
ハ
ウ
、

グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
、
沖
縄
、
知

覧
、
鹿
屋
等
々
、
世
界
の
戦
跡
地

を
訪
れ
て
慰
霊
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
鶉
野
飛
行
場
跡
で
防

空
壕
、
滑
走
路
を
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

に
よ
る
解
説
付
き
で
見
学
で
き
る

と
い
う
企
画
が
あ
っ
た
の
で
申
し

込
み
ま
し
た
。
平
和
学
習
施
設

「
ｓ
ｏ
ｒ
ａ
か
さ
い
」
で
は
、
姫

路
海
軍
航
空
隊
鶉
野
飛
行
場
に
関

す
る
歴
史
資
料
、
神
風
特
別
攻
撃

隊
「
白は

く

鷺ろ

隊た
い

」
の
遺
品
資
料
が
展

示
・
解
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
実
物
大
に
復
元
さ
れ
た
九
七
式

艦
上
攻
撃
機
、
紫
電
改
も
公
開
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

施
設
の
周
辺
に
は
当
時
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
の
滑
走
路
が
長
い

距
離
で
残
っ
て
い
た
の
に
は
驚
き

ま
し
た
。
知
覧
・
万
世
、
大
刀
洗

そ
し
て
八
日
市
飛
行
場
跡
で
も
こ

れ
ほ
ど
の
長
い
滑
走
路
は
残
っ
て

は
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
滑
走
路
周

囲
に
は
対
空
機
銃
の
陣
地
、
対
空

機
銃
座
跡
を
は
じ
め
、
地
下
指
揮

所
、
弾
薬
庫
の
遺
跡
が
点
在
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
防
空
壕
が

現
存
し
、
中
に
入
れ
る
の
も
こ
こ

鶉
野
飛
行
場
跡
だ
け
で
す
。
加
西

市
、
地
元
の
高
校
生
た
ち
も
鶉
野

飛
行
場
戦
跡
の
保
存
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
の
が
よ
く
感
じ
と
ら
れ
ま

し
た
。

　

戦
争
体
験
者
も
高
齢
と
な
り
、

私
た
ち
が
直
接
彼
ら
か
ら
体
験
談

を
聞
け
る
の
も
、
も
う
時
間
の
問

題
で
す
。
で
す
が
、
当
時
の
遺
跡

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
戦

争
の
怖
さ
を
体
感
す
る
こ
と
も
大

切
と
思
い
ま
す
。

　

保
険
医
協
会
に
は
こ
れ
か
ら
も

戦
跡
地
を
訪
れ
る
企
画
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

【
準
会
員　

工
藤　

惠
康
】

（
上
）
平
和
祈
念
の
碑
苑
前
で
、
稲
次
寛
教
諭
か
ら
高
校
生
の
平
和
学
習
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
、（
下
）
機
銃
弾
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
爆
弾
庫
内
を
見
学　

新型コロナ自宅療養・入院
待機者へ訪問看護を続ける
藤田氏　　　　　　　　　

有病者の歯科治療の注意点を語る高田先生（右下）
の講演に16人が参加　　　　　　　　　　　　　　

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　 １月21日（土）・22日（日）・２月４日（土）・５日（日）・12日（日）・
19日（日）　　会　場　協会会議室

※ 各日程の13時～16時でご都合のよい時間帯（１時間）をお選びください。
　 １回・１時間5000円（医院経営研究会会員は年２回まで無料）
事前予約制（各相談日の前の火曜日まで）

税経個別相談会税経個別相談会

※ これまでお送りしている先生には、引き続き送付させていた
だきますので、ご連絡は不要です。

　協会では、『会費・保険料等入金済のお知らせ』（下のカコミ参照）
を、ご希望の先生にお送りしています。発送は１月下旬頃の予定です。
　ご入用の先生は、共済部（☎0 7 8－3 9 3－1805／FAX078－393－
1802）までご一報ください。

振替種別 銀行名 支店名 預金種目 口座番号
1 基金
2 郵便
3 銀行 3
4 銀行 4
5 銀行 5
6 銀行 6
7 銀行 7
8 別入金

見 本見 本
※下表は一旦収納した金額を表示しており、収納後に解約
　等により返金した金額も含んでおりますのでご了承くだ
　さい。また、『金額／種別』は、それぞれ振替金額、振
　替種別を表しています。また、同一枠内の上段は当月振
　替・下段は前月までの未収分の振替等を表しています。
※下表と右記の取扱金融機関は作成日時点のご指定金融機
　関となっています。
※「控除証明書」は毎年11月頃に保険会社から送付されます。

会費・保険料等入金済のお知らせ
2022年01月～2022年12月までに、下表の入金いただきま
したのでお知らせいたします。

2022/01
金額/種別

2022/02
金額/種別

2022/03
金額/種別

2022/04
金額/種別

2022/05
金額/種別

2022/06
金額/種別

2022/07
金額/種別

2022/08
金額/種別

2022/09
金額/種別

2022/10
金額/種別

2022/11
金額/種別

2022/12
金額/種別 計

会費 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 36,000

年金 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 240,000

年金 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 120,000
休業保
障　　 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 108,000
グルー
プ保険 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 162,000

合計 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 666,000

『会費・保険料等入金済のお知らせ』　　　　　 　

ご入用の先生は協会へお知らせください
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Ａ
ｒ
ｃ　
　

ア
ー
ク　
　

白岩一心

163

ホイホイ漫画39 長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

ざんねんなかんじゃ事典 ざんねんな管理職

　

「
愚
行
録
」「
蜜
蜂
と
遠

雷
」
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る

石
川
慶
監
督
が
、
原
作
の
短
編

小
説
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ

ー
を
融
合
さ
せ
た
映
画
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
動
画
配

信
サ
イ
ト
で
の
配
信
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

販
売
で
観
る
こ
と
が
で
き
、
人

気
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
類
で
初
め
て
不
老
不
死
の

命
を
得
た
女
性
の
苦
悩
や
、
彼

女
の
周
囲
の
人
々
の
幸
せ
な
生

活
を
、
独
自
の
映
像
で
表
現
し

て
い
ま
す
。

　

不
老
不
死
の
技
術
を
世
界
で

初
め
て
受
け
た
と
い
う
女
性
・

リ
ナ
。
主
人
公
の
リ
ナ
役
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
『
べ
っ
ぴ
ん
さ

ん
』
で
主
演
を

演
じ
た
芳
根
京

子
さ
ん
。
７
歳

か
ら
１
０
０
歳

を
超
え
る
ま
で

の
主
人
公
の
一

生
を
熱
演
し
て

い
ま
す
。

　

彼
女
は
17
歳

で
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
わ
が
子

と
別
れ
、
放
浪
生
活
を
送
り
ま

す
が
、
19
歳
で
師
と
な
る
エ
マ

（
寺
島
し
の
ぶ
さ
ん
）
と
出
会

い
、
彼
女
の
下
で
、
大
手
化
粧

品
会
社
エ
タ
ー
ニ
テ
ィ
社
で
、

「
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
ス
」
を
作
る

と
い
う
仕
事
に
就
き
ま
す
。
そ

れ
は
最
愛
の
存
在
を
亡
く
し
た

人
々
の
た
め
に
、
遺
体
を
生
き

て
い
た
姿
の
ま
ま
保
存
で
き
る

よ
う
に
施
術
（
プ
ラ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
）
す
る
仕
事
で
し

た
。

　

エ
マ
の
弟
・
天
音
（
岡
田
将

生
さ
ん
）
は
、
こ
の
技
術
を
発

展
さ
せ
、
つ
い
に
ス
ト
ッ
プ
エ

イ
ジ
ン
グ
に
よ
る
「
不
老
不

死
」
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
リ
ナ

は
そ
の
施
術
を
受
け
た
世
界
初

の
女
性
と
な
り
、
30
歳
の
身
体

の
ま
ま
永
遠
の
人
生
を
生
き
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
…
。

　

や
が
て
、
不
老
不
死
が
当
た

り
前
と
な
っ
た
世
界
は
、
人
類

を
二
極
化
・
分
断
し
、
混
乱
や

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い

き
ま
す
。

　

個
人
の
人
権
の
尊
重
に
お
い

て
、
尊
厳
死
を
ど
う
考
え
る

か
。
死
生
観
が
議
論
さ
れ
る
昨

今
、
医
療
現
場
だ
け
で
な
く
、

い
つ
か
は
必
ず
『
死
』
を
迎
え

る
す
べ
て
の
人
た
ち
に
問
い
か

け
る
テ
ー
マ
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
個
人

の
考
え
方
が
問
わ
れ
る
機
会
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

『
不
老
不
死
』
に
焦
点
を
当

て
る
こ
と
で
、
限
り
あ
る
命
の

尊
さ
を
訴
え
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
自
問
自
答
し
な
が
ら
鑑
賞

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

 

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

Ⓒ
２
０
２
１
映
画
「
Ａ
ｒ
ｃ
」
製
作
委
員
会

川
柳

詠
み
人　

お
さ
む

あ
な
た
好
き　

私
も
好
き
よ　

わ
が
生
ま
れ

あ
な
た
好
き　

私
も
好
き
よ　

わ
が
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
「
和
、
輪
、
話
、
環
、
我
、
ワ
ァ
」

　
　
　
　
　
　
「
和
、
輪
、
話
、
環
、
我
、
ワ
ァ
」

幸
せ
は　

素
直
な
心　

そ
れ
は
人

幸
せ
は　

素
直
な
心　

そ
れ
は
人

世
に
叫
ぶ　

戦
争
放
棄　

我
が
誉
れ

世
に
叫
ぶ　

戦
争
放
棄　

我
が
誉
れ

世
を
救
う　

憲
法
９
条　

我
が
誇
り

世
を
救
う　

憲
法
９
条　

我
が
誇
り

貴
様
打
つ　

ミ
サ
イ
ル
の
先　

同
じ
人

貴
様
打
つ　

ミ
サ
イ
ル
の
先　

同
じ
人

生
ま
れ
く
る　

未
来
よ
地
球
に　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

生
ま
れ
く
る　

未
来
よ
地
球
に　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

勝
ち
負
け
は　

優
劣
じ
ゃ
な
い　

Ｎ
ｏ

勝
ち
負
け
は　

優
劣
じ
ゃ
な
い　

Ｎ
ｏ  

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

有
難
う　

素
晴
ら
し
き
か
な　

そ
の
思
い

有
難
う　

素
晴
ら
し
き
か
な　

そ
の
思
い

世
を
救
い　

民
を
救
う
が　

宗
教
な
り

世
を
救
い　

民
を
救
う
が　

宗
教
な
り

最近の個別指導における指摘・返還事項（医科）
　2021～22年にかけて県下で実施された新規個別指導（医科）における指摘事項
（入院外）を掲載する（兵庫県保険医協会が請求し近畿厚生局が開示したものよ
り抜粋、一部編集）。末尾の「【返還】」は、自主返還が求められた事項。厚生局
から指導の実施通知が届いた場合は、協会事務局（☎078－393－1840）までご相
談いただきたい。

Ⅰ　診療に係る事項
１．傷病名
・左右の別の記載がない傷病名（例・
変形性関節症、肩関節周囲炎）、部位
の記載がない傷病名（例・湿疹、蜂窩
織炎）が認められた。
・検査、投薬等の査定を防ぐ目的で付
けられた医学的な診断根拠のない傷病
名（いわゆるレセプト病名）が認めら
れた。診療報酬明細書の請求内容を説
明する上で傷病名のみでは不十分と考
えられる場合には、摘要欄に記載する
こと（例・肝機能障害の疑い、甲状腺
機能低下症の疑い、梅毒の疑い　等）。
２．診療録
・医師の診察に関する記載がなく「薬
のみ」の記載で投薬の治療が行われて
いる。診療録の記載がなければ医師法
で禁止されている無診察治療とも誤解
されかねないので改めること。
・傷病手当金に係る意見書を交付した
ものについて、労務不能に関する意見
欄への記載がない。
・電子的に保存している記録の管理・
運用について、代行入力を実施する場
合の取り扱い（代行入力を認める業務
及び誰が誰を代行してよいか）を運用
管理規定に定めていない。
３．基本診療料
・現に診察中の患者に対して新たに傷
病の診断を行った際に初診料を算定し
ている。【差額返還】
・外来管理加算について、患者からの
聴取事項や診察所見の要点の診療録へ
の記載がないまたは不十分。【記載が
ないものについては返還】
４．医学管理等
・特定疾患療養管理料について、治療
計画に基づく服薬、運動、栄養等の療
養上の管理内容の要点の診療録への記
載がない。【返還】
・乳幼児育児栄養指導料について、指
導の要点についての診療録への記載が
ない。【返還】
・薬剤情報提供料について、診療録等
に薬剤情報を提供した旨の記載がな
い。【返還】
・診療情報提供料（Ⅰ）について、実
際に交付した文書の写しを診療録に添
付していない。
・在宅療養指導料について、保健師、
助産師または看護師が、患者ごとに作
成した療養指導記録に指導実施時間を
明記していない。【返還】
５．在宅医療
・特別訪問看護指示加算について、週
４回以上の頻回の指定訪問看護を一時
的に必要とする理由等の特別訪問看護
指示書への記載が不十分。
６．検査・病理診断
・検査は、個々の患者の状況に応じ
て、必要最小限で実施すること。ま
た、診療録への記載が不十分であれ
ば、健康診断目的とも誤解されかねな
いので、検査を必要と判断した根拠を
診療録に記載するよう留意すること。
・呼吸心拍監視について、①重篤な心
機能障害もしくは呼吸機能障害を有す
る患者、またはそのおそれのある患者

以外の患者に対して実施している。
【返還】、②観察した呼吸曲線、心電
曲線のそれぞれの観察結果の要点につ
いて、診療録への記載がない。【返還】
・超音波検査について、検査で得られ
た主な所見の診療録への記載がない。
【返還】
・患者の診療を担う保険医の指示に基
づき、当該保険医の診療日以外の日に
訪問看護ステーション等の看護師等が
実施した血液採取について、血液採取
（静脈）を算定している。【返還】
・経皮的動脈血酸素飽和度測定につい
て、酸素療法を行う必要のない患者、
またはその他の要件にも該当しない患
者に対して算定している。【返還】
・腫瘍マーカー検査は、診察及び他の
検査・画像診断等の結果から悪性腫瘍
の患者であることが強く疑われる者に
対して行った場合に算定するものであ
ることに留意すること。
・病理判断料について、病理学的検査
の結果に基づく病理判断の要点の診療
録への記載がない。【返還】
７．投薬
・ビタミン剤の投与が必要かつ有効と
判断した趣旨について、診療録への記
載が不十分である。
８．リハビリテーション
・リハビリテーション総合計画評価料
について、①リハビリテーション総合
実施計画書について、看護師等の氏名
が記載されておらず、多職種が共同し
て作成、評価したことが不明確。②リ
ハビリテーションが開始されてから評
価ができる期間に達しているとは考え
難い場合で算定している。【返還】
９．精神科専門療法
・通院・在宅精神療法について、当該
診療に要した時間の診療録への記載が
画一的。
10．処置
・創傷処置について、処置した範囲の
診療録への記載が不十分。
・熱傷処置について、熱傷深度の診療
録への記載が不十分。
・消炎鎮痛等処置について、医師の指
示内容について診療録への記載が不十
分。
・耳垢塞栓除去（複雑なもの）は、耳
垢水等を用いなければ除去できない耳
垢塞栓を完全に除去した場合に算定す
ることに留意すること。
11．手術
・手術内容について、診療録などへの
記載が不十分。

Ⅱ　管理・請求事務等に係る事項
・診療報酬の請求に当たっては、診療
報酬明細書について保険医自らが診療
録との突合を行い、記載事項や算定項
目に誤りや不備等がないか十分に確認
すること。
・一部負担金を受領すべき者から受領
していない。（例・自家診療）

Ⅲ　管理・請求事務等に係るその他の事項
・保険診療について、いわゆる混合診
療と誤解されないよう、保険外診療と
の区分を明確にすること。

※ 近畿厚生局も「個別指導（医科）における主な指摘事項」を
公開しているので参照されたい。https://onl.la/FdWKWfK



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
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磁性アタッチメントの臨床

表１　MRI禁忌

表２　有床義歯の磁性アタッチメントの保険適用について

磁石の歴史と
磁性アタッチメントの開発
　「マグネット」・「磁石」はなくて
はならない物で、冷蔵庫や黒板に付
着しているだけではなく、モーター
など多方面において用いられていま
す。
　磁石の発見と誕生には諸説ありま
すが、その歴史は古く、紀元前3000
年頃ギリシャのマグネシア地方の岩
石の中から、鉄を引き寄せる磁鉄鉱
を発見したことにさかのぼります。
また、昔の中国の慈州が磁鉄鉱の産
地で、「慈石」と呼ばれ、指南車、
羅針盤へと使用されるようになりま
した。
　日本での「慈石」については奈良
時代の文献に記載されているそうで
す。その後「慈石」から「磁石」に
変化したと言われています。
　世界で初めて日本人が人工的な新
合金から永久磁石を開発しました。
特に1984年に日本の企業によって
「ネオジム磁石」が開発され、強力
な磁石ができるようになりました。
1960年代頃より磁石の吸引力や反発
力を応用して、義歯の支台装置とし
ての試みが世界各国で行われました
が、磁石の形態や大きさおよび耐久
性（酸化）などの問題により、支台
装置として臨床応用されるまでには
至りませんでした。
　しかし、日本で新しい磁石と軟磁
性材料の開発やコンピューターシミ
ュレーションによる磁気回路設計技
術、そしてレーザー溶接や生産ロボ
ットによる精密加工・組付け技術な
どの改革により、1992年医療用器具
として厚生省より認可を受けた歯科
用磁性アタッチメントが開発されま
した。
　そして、30年以上の臨床応用によ
り維持力・小型化・耐久性・生体親
和性の向上など種々の改良が行われ
安心・安全な支台装置として中医協
総会で審議され、2021年９月から保
険収載されることが承認されました
（表２）。

磁性アタッチメントの特性
　部分床義歯の支台装置（クラスプ
やアタッチメント）は摩擦抵抗を利
用して義歯の脱離力に抵抗していま
すが、磁性アタッチメントは磁石の
Ｎ極とＳ極の吸引力を利用した支台
装置で、臨床における成功するため
の特性を以下に示します。
①漏洩磁場を起こす開磁気回路では
なく、漏洩磁場の少ない閉磁気回路
を用いているため、アタッチメント
周囲組織に磁場による影響は少な
い。
　しかし、MRI（Magnetic Resonance 
Imaging：磁気共鳴画像）撮影にお
いて禁忌とされています。MRIの禁
忌について表１に示します。禁忌に
は全く撮影のできない絶対禁忌と、
条件や環境を考慮することで撮影可
能な相対禁忌があります。磁性アタ
ッチメントは義歯を装着せず、必要
に応じてキーパーも除去することに
より撮影は可能となります。患者さ
んには磁性アタッチメント装着義歯
を使用していることを示すカードを
所有しMRI検査時に提示するよう説
明する必要があります。
②磁性アタッチメントに用いている
磁石は永久磁石で理論的には磁力は
低下しませんが、長期使用によるヨ
ーク（磁石の酸化防止用のケース）
の摩耗や破損が原因で磁石の酸化に
よる磁力の低下・喪失がおこりま
す。メーカーは約５年ぐらいと説明
していますが症例により異なりま
す。
③磁石構造体とキーパーに間隙が生
じると磁力が低下します。0.1mmの
間隙で吸着力は半減します。間隙の
生じる原因としては義歯への磁石構
造体装着時のミスまたは誤差により
生じます。特に複数の磁石構造体
（磁性アタッチメント）を装着する
ときは１個ごとに各ステップを確実
に行うことが大切です。

磁性アタッチメント義歯の設計
　磁性アタッチメント義歯の設計で

重要なことは下記のとおりです。
・残存歯と粘膜にバランス良く支持
を与える。
・顎堤形態（吸収の程度）を考え義
歯の水平動揺を防止する床形態によ
り把持効果を得る。
・水平的動揺防止のため十分に咬合
調整を行う。
・マクギールコンセンサス（McGill 
consensus statement）などから必要
最小限の磁性アタッチメントを使用
する。
・患者さんが満足するような磁性ア

タッチメントの臨床応用を行う。
　そして長期的に良好な予後のた
め、定期的診査と口腔衛生指導は重
要です。

　今回の歯科定例研究会では、磁石
の原理から磁性アタッチメントの臨
床応用について症例を交えながら解
説いたしました。先生方の有床義歯
治療が患者さんのQOL向上につなが
ることを願っております。
 （８月21日、歯科定例研究会より）

絶対禁忌
・人工内耳（移植蝸牛刺激装置）
・除細動器
・ 神経刺激装置（TENS装置、誘導
性視床刺激装置）

・骨成長刺激装置
・注入ポンプ
　が挙げられます。

相対禁忌
・脳動脈瘤クリップ
・ 目など決定臓器に位置する強磁性体の
破片

・化粧
・入れ墨
・磁場によって活性化するもの
・血管内デバイス
・心外膜ペースワイヤー
・補聴器・人工耳小骨
・湿布薬・ニトロダーム
・ 妊娠中もしくは妊娠の可能性のある人
・ その他：カイロ・入れ歯・エレキバン
・カラーコンタクト

　６月23日の中医協総会で、９月収載予定の医療機器の保険適用につい
て審議され、歯科では９月１日から、有床義歯の磁性アタッチメント
が、企業が申請するC２区分で保険収載されることが承認された。現在
の対象製品は「フィジオマグネット」（株）ケディカのみとなってい
る。保険償還価格は、有床義歯に付ける「磁石構造体」7,770円と、支
台歯の根面板につける「キーパー」2,330円。

特定保険医療材料の留意事項

069 磁性アタッチメント
（１ ）有床義歯および根面板（金属歯冠修復で根面を被覆するものをい
う）に用いた場合に限り算定できる。

（２ ）磁石構造体またはキーパーを使用した場合は、製品に付属してい
る使用した材料の名称およびロット番号等を記載した文書（シール
等）を保存して管理すること（診療録に貼付する等）。

もっと便利な積立制度

※秋の受付は「一時払」の追加受付のみです。

※サイバー保険もお問い合わせください！

協 会の 共済制度
次回受付は
来年４月１日開始です

選
ん
で

  

よ
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！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

秋の共済制度募集 好評受付中！ ☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで

ドクターに最適を提供します


